
廿

人

町

の

歴

史

昭
和
四
十
年

（
一
九
六
五
）
九
月

一
日
の
甲
府
市
町
名
地
番
再
編
成
に
よ
る

新
住
居
表
示
の
実
施
に
と
も
な
い
、
旧
二
十
人
町
は
、
そ
の
周
辺
の
旧
泉
町
及

び
三
吉
町

・
代
官
町

・
西
青
沼
町
の
一
部
を
ふ
く
め
て
相
生

一
丁
目
と
二
丁
目

に
改
編
改
称
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
都
市
計
画
に
よ
る
新
平
和
通
り
の
出
現
に

よ
っ
て
、
宅
地
の
換
地
移
動
や
住
宅
の
改
新
築
と
共
に
、
道
路
の
拡
幅
、
芋
洗

川
の
改
修
な
ど
が
行
わ
れ
、
旧
二
十
人
町
の
景
観
は
ま
る
き
り

一
変
し
た
。

こ
の
二
十
人
町
の
歴
史
は
約
二
五
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
始
ま
り
、
今
で
は
そ
の

姿
は
想
像
も
し
難
い
が
、
古
絵
図
や
文
献
な
ど
か
ら
察
す
る
と
、
荒
川
の
広
莫

た
る
河
原
の
一
角
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

古
く
は

「
十
人
町
」
と
い
う
字
を
書
き
、
こ
の
名
が
使
わ
れ
始
め
た
の
は
享

保
年
中
の
こ
と
で
、

「
甲
陽
柳
秘
録
」
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

先
年
甲
府
宰
相
公

（註
―
徳
川
三
代
将
軍
家
光
の
四
男
松
平
左
馬
頭
綱
重
）

御
代
に
は
、
御
城
代
御
城
番
に
て
有
し
か
、
吉
里
公
入
部
以
来
者
、
城
内
屋

形
普
請
、
家
中
屋
舗
誠
に
美
々
舗
事
と
も
也
、
曲
輪
内
は

不
及
記

、
土
居

外
先
、
南
は
教
安
寺
裏
門
前
、
深
町
蔵
田
分
、
是
に
は
組
之
典
力
、
足
軽
二

十
人
。
十
人
町
、
表
佐
渡
町
、
代
官
町
、
樹
木
町
、
是
に
者
、
代
官
、
物
頭
、

諸
士
、
東
堺
町
比
所
者
、
町
方
組
、
足
軽
。
長
禅
寺
に
は
日
付
、
町
方
典
力
、

ィJヽ

沢

元
樹
木
町
、
徒
、
能
役
者
、
料
理
人
。
西
は
穴
切
、
是
に
は
川
除
方
斉
代
官

手
代
、
典
力
、
足
軽
。
又
田
町
、
百
石
町
、
小
砂
町
、
裏
百
石
町
、
上
横
澤
、

下
横
澤
、
相
川
町
、
是
は
近
習
取
次
、
勘
定
等
の
諸
士
数
百
軒
、
北
は
納
戸

小
路
、
八
幡
官
前
後
、
元
紺
屋
町
、
竪
町
、
元
三
日
町
、
壼
部
町
、
増
山
町
、

相
ノ
原
、
御
崎
町
、
讐
油
町
、
岩
窪
、
元
城
下

（註
―
古
城
）
の
丸
に
至
る

迄
、
数
百
軒
の
屋
舗
、
竪
小
路
、
横
小
路
、
棟
を
並
べ
て
作
並
へ
し
有
様
は

是
を
甲
府
の
繁
昌
、
時
を
得
た
り
と
見

へ
た
り

（下
略
）

「
甲
陽
柳
秘
録
」
は
筆
者
不
明
の
文
献
で
あ
る
が
、
柳
沢
家
の
家
臣
が
筆
録

し
た
も
の
で
、
宝
永
元
年

（
一
七
〇
四
）
柳
沢
吉
保
が
甲
斐
に
封
ぜ
ら
れ
て
か

ら
、
そ
の
子
吉
里
の
代
の
享
保
九
年

（
一
七
二
四
）
に
大
和
国
郡
山
に
転
封
と

な
る
二
十
年
間
の
事
柄
が
書
き
記
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

甲
府
城
の
内
外
を
整
備
し
、
城
下
町
を
発
展
さ
せ
た
の
は
柳
沢
吉
保

・
吉
里

父
子
で
、

「
甲
陽
柳
秘
録
」
が
記
す
通
り
、
江
戸
期
で
は
こ
の
時
期
が
最
も

「
甲
府
繁
昌
」
の
姿
を
見
せ
て
い
た
。
吉
里
が
転
封
後
、
享
保
十
二
年
に
城
内

大
久
保
内
蔵
之
助
屋
敷
か
ら
出
た
火
が
も
と
で
、
甲
府
城
本
丸
以
下
の
諸
櫓
を

焼
失
し
た
の
み
か
、
郭
外
の
民
家
も
数
力
町
焼
け
る
と
い
う
大
火
に
な
っ
た
。



そ
れ
以
後
、
明
治
に
な
る
ま
で
吉
保

・
吉
里
時
代
の
よ
う
な
大
掛
り
な
復
興
工

事
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
江
戸
期
の
最
も
は
な
や
か
な
時
は
、
こ
の
享
保

初
期
の
頃
で
あ
っ
た
。

二
十
人
町
は
こ
の
城
主
柳
沢
氏
の
隆
盛
時
代
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
柳
沢

家
家
臣
の
城
代
足
軽
級
の
諸
士
を
住
ま
わ
せ
た

「組
屋
舗
」
は
、
今
の
相
生
二

丁
目
、
遠
藤
薬
局
の
と
こ
ろ
か
ら
南
に
入
っ
た
通
り
で
、
こ
こ
は
新
平
和
通
り

の
広
い
道
路
に
変
わ
っ
た
が
、
元
は
幅
三
・
八
メ
ー
ト
ル
の
せ
ま
い
通
路
で
、

こ
の
奥
入
り
の
両
側
と
、
さ
ら
に
こ
の
通
り
を
西
に
越
し
た
、
も
う

一
つ
の
南

北
の
短
い
通
り
に
武
家
屋
敷
が
二
十
軒
並
ん
で
い
た
。

こ
の
組
屋
舗
の
家
並
が
始
ま
る
と
こ
ろ
に
、
代
官
町
に
通
ず
る
東
西
の
細
い

通
り
も
あ
っ
た
が
、
東
側
の
武
家
屋
敷
の
と
こ
ろ
か
ら
、
や
や
南
東
に
向
か
っ

て
荒
川
の
第
二
堤
防
を
な
す
堤
が
連
な
っ
て
い
た
。
堤
は
、
武
家
屋
敷
に
と
っ

て
は
背
後
の
屋
敷
塀
の
よ
う
な
形
を
と
り
、
組
屋
舗
地
帯
を
過
ぎ
る
と
南
入
延

び
、
今
の
相
生
小
学
校
西
、
光
沢
寺
一異
、
遠
光
寺
裏
ま
で
続
い
て
い
た
。

『
甲
斐
国
志
』
村
里
部
の
項
に

「
遠
光
寺
村
西
二
竹
藪
公
林
ヲ
設
テ
荒
川
ニ

備
フ
」
と
あ
り
、
ま
た

「
御
竹
林
三
町
三
反
三
畝
十
歩
信
玄
堤
卜
字
ス
」
と
あ

る
の
を
見
る
と
、
堤
は
実
に
遠
い
時
代
か
ら
の
川
除
け
の
施
設
で
あ
っ
た
。
組

屋
舗
の
背
後
の
あ
た
り
は
古
絵
図
で
見
る
と
竹
林
と
い
う
よ
り
も
樹
木
が
続
い

て
い
た
堤
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
堤
上
は
、
や
が
て
通
路
に
も
利
用
さ
れ
、
さ

ら
に
現
在
の
新
平
和
通
り
の
中
に
取
り
込
ま
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

組
屋
舗
に
入
る
南
北
の
通
り
の
末
は
、
西
か
ら
東

へ
流
れ
て
く
る
芋
洗
川
が

交
差
し
、
芋
洗
川
は
こ
の
付
近
か
ら
南
へ
曲
折
し
て
、
三
ツ
水
門

へ
落
ち
る
。

芋
洗
川
が
交
差
す
る
あ
た
り
ま
で
が
、
組
屋
舗
通
り
で
、
そ
れ
以
南
の
道
路
は
、

後
に
漸
次
伸
び
て
き
た
農
道
が
こ
れ
を
結
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
大
正
十

二
年
十
月
に
な
り

「
二
十
人
本
通
線
」
と
し
て
市
道
に
認
定
さ
れ
た
。
古
く
は

武
士
、
町
人
、
や
が
て
農
民
も
通
っ
て
き
た
公
道
で
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
ま

で
は
里
道
の
形
で
、
正
式
な
格
付
け
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

二
十
人
町
と
そ
の
周
囲

昭
和
十
二
年
四
月
発
行

「
甲
府
市
地
籍
地
図
」
に
よ
る
と
、
二
十
人
町
の
地

番
は
三
ツ
水
門
寄
り
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、　
一
ノ
一
か
ら
ニ
ノ
ニ
ま
で
、
こ
の

地
籍
地
図
実
測
の
頃
に
は
国
が
残
っ
て
い
た
。
三
ノ
三
か
ら
が
宅
地
で
、
順
次

北

へ
向
か
っ
て
地
番
は
の
ぼ
り
、　
一
九
ノ
七
番
の
宅
地
が
、
芋
洗
川
と
二
十
人

本
通
線
と
が
交
差
す
る
所
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
交
差
し
た
地
点
で
芋
洗
川
を

北
に
越
え
た
と
こ
ろ
は
三
二
番
の
宅
地
、
ま
た
本
通
線
の
西
は
五
〇
番
と
な
る

が
、
三
二
か
ら
五
〇
番
に
連
な
る
位
置
の
以
北
は
、　
一
〇
三
、　
一
〇
四
と
飛
び

は
な
れ
た
組
屋
舗
地
番
と
な
り
、
組
屋
舗
全
体
は
九
〇
番
か
ら

一
三
二
番
ま
で

と
な
っ
て
い
る
。
九
〇
番
か
ら

一
三
二
番
の
範
囲
は
泉
町
と
も
代
官
町
と
も
つ

な
が
ら
ず
、
全
く
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

芋
洗
川
付
近
の
土
地
は
耕
作
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
と
は
異

質
の
区
画
線
を
持

っ
た
組
屋
舗
は
、
甲
府
城
郭
外
で
は
あ
る
が
、
武
士
の
住
ん

だ
二
の
郭
内
部
と
同
様
な
景
観
を
も
っ
て
い
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

東
側
の
荒
川
第
二
堤
防
の
面
影
は
、
新
平
和
通
り
建
設
前
ま
で
相
生
小
学
校

西
側
と
、
光
沢
寺
裏
に
残

っ
て
い
た
が
、
南
口
に
あ
っ
た
堤
は
早
く
か
ら
姿
を

消
し
て
い
た
。
こ
の
堤
は
、
組
屋
舗
西
側
の
第
二
の
道
路
が
西
に
曲
が
る
地
点

か
ら
盛
り
上
が
り
、
道
に
沿
い
な
が
ら
西
へ
延
び
て
、
泉
町
の
方
か
ら
南
へ
向

か
っ
て
二
十
人
町
を
横
断
す
る
駿
州
脇
往
還

（身
延
道
）
と
交
差
す
る
地
点
ま

で
続
い
て
い
た
。
芋
洗
川
と
道
路
と
の
間
に
堤
が
東
西
に
横
た
わ
っ
て
い
た
が
、

明
治
の
中
頃
か
ら
次
第
に
崩
さ
れ
て
、
家
並
が
で
き
て
い
っ
た
。

こ
の
南
の
堤
と
東
の
荒
川
第
二
堤
防
は
つ
な
が
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、



こ
の
間
は
道
も
な
く
、
従

っ
て
組
屋
舗
の
東

・
西
二
つ
の
通
り
を
結
ぶ
通
路
は

北
部
だ
け
し
か
な
く
、
南
部
は
連
絡
で
き
な
か
っ
た
。
不
便
で
は
あ
る
が
、
閑

静
の
境
地
と
し
て
組
屋
舗
に
住
ん
だ
武
士
は
漢
詩
を
詠
み
、
と
し
ろ
風
流
を
楽

し
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
駿
州
脇
往
還
は
古
道
で
、
甲
府
か
ら
の
身
延
路
は
泉
町
が
入
口

で
あ
っ
た
。
泉
町
は
江
戸
時
代
は
西
青
沼
町
と
言
っ
た
が
、
西
青
沼
町
三
丁
目

と
二
丁
目
の
境
、
今
の
三
谷
穀
陶
器
店
の
角
に
戦
前
ま
で

「
み
の
が
み
ち
」
と

深
く
刻
ん
だ
長
方
形
の
大
き
な
石
の
道
標
が
立
っ
て
い
た
。
身
延
山
へ
の
旅
人

は
こ
の
道
を
南

へ
進
ん
で
荒
川
を
橋
船
で
渡
り
、
西
条

・
浅
原
を
経
て
鰍
沢
に

至
り
、
鰍
沢
か
ら
は
富
士
川
の
下
り
船
で
身
延
山
へ
詣
で
た
も
の
で
あ
る
。

飯
豊
橋
付
近
に
あ
っ
た
渡
場
は
、
竹
藪
が
続
い
て
い
た
所
で
、
こ
こ
に
は
道

標
を
兼
ね
た
お
題
目
石

（法
界
石
と
も
呼
ば
れ
た
）
が
立
っ
て
い
た
。
今
、
荒

川
の
北
側
堤
下

（
こ
の
辺
は
地
名

・
土
手
下
）
に
移
さ
れ
て
保
存
さ
れ
て
お
り
、

「
身
延
路
　
是
よ
り
か
ち
か
沢
迄
四
里
　
か
ち
か
沢
よ
り
舟
路
六
里
」
と
刻
ま

れ
る
ほ
か
、

「施
主
　
新
町
　
太
田
久
左
衛
門
　
乙
黒
重
郎
左
衛
門
　
西
青
沼

村
　
横
沢
藤
兵
衛
　
横
沢
清
右
衛
門
」
と
見
え
、
宝
暦
四
年

（
一
七
五
四
）
八

月
の
建
立
で
あ
る
。

三
谷
穀
陶
器
店
の
前
、
網
倉
茶
店
の
と
こ
ろ
は
江
戸
時
代
に
道
が
開
い
て
い

な
か
っ
た
が
、
明
治
三
十
七
年
三
月
に
百
石
町
の
方
へ
道
を
開
き
、
飯
豊
橋
詰

ま
で

「
百
石
国
母
線
」
と
し
て
市
道
に
認
定
に
な
っ
た
。
大
正
十
二
年
の
こ
と

で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
身
延
路
と
組
屋
舗
第
二
の
通
り
が
東
西
の
道
路
に
な
っ
て
石
垣

酒
店
と
大
久
保
鉄
工
場
の
角
で
交
差
し
、
さ
ら
に
西
へ
延
び
て
、
西
青
沼
村
郷

分
と
つ
な
い
で
い
た
。
こ
れ
を
三
メ
ー
ト
ル
幅
に
ひ
ろ
げ
た
の
は
後
の
こ
と
で
、

大
正
十
二
年
十
月
、
寿

。
西
青
沼

・
二
十
人

・
代
官

。
相
生
各
町
を
通
過
す
る

延
長

一
千
メ
ー
ト
ル
の

「
芋
洗
川
北
通
線
」
と
し
て
市
道
に
認
定
と
な
っ
た
。

な
お
、
明
治
九
年
七
月
に
西
青
沼
町
は
泉
町
に
改
称
と
な
っ
た
。
泉
町
の
西

を
西
青
沼
村
郷
分
と
言
っ
た
の
は
、
街
村
が
発
達
し
て
い
た
た
め
で
、
二
十
二

年
、
甲
府
の
市
制
施
行
時
に
市
に
編
入
し
、
西
青
沼
町
と
な
っ
た
。

泉
町
を
西
青
沼
町
と
言
っ
て
い
た
江
戸
時
代
で
は
、
二
十
人
町
は
組
屋
舗
と

い
う

一
つ
の
局
地
に
過
ぎ
な
く
、
そ
の
周
辺
は
大
方
は
農
家
で
、
特
に
西
部
の

方
は
農
耕
地
が
ひ
ろ
が
り
、
そ
の
灌
漑
に
は
芋
洗
川
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

芋
洗
川
と
称
す
る
の
は
、
元
来
、
俗
称
で
あ
っ
て
、
西
青
沼
村
の
農
民
ら
が

呼
び
な
ら
わ
し
た
名
で
あ
ろ
う
。
露
木
寛
著

『
江
戸
時
代
の
甲
府
上
水
』
に
よ

る
と
、
相
川
取
入
口

（相
川
大
口
）
か
ら
取

っ
た
水
は
甲
府
城
下
町
の
飲
用
水

に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
文
禄
頃
か
ら
元
禄
ま
で
約

一
世
紀
の
間
に
、
城
下
町

の
整
備
に
伴

っ
て
そ
の
配
水
路
が
木
樋

・
石
樋

・
枡
形

。
掛
樋
な
ど
に
よ
り
完

備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
初
め
は
相
川
の
流
水
を
取
り
入
れ
た
田
用
水
で

あ
っ
た
。
後
に
荒
川
の
流
水
も
湯
川
に
よ
っ
て
相
川
に
合
流
さ
せ
て
、
今
の
Ｊ

Ｒ
中
央
線
鉄
橋
下
の
と
こ
ろ
か
ら
取
り
入
れ
、　
一
旦
は
東
南
に
向
か
っ
て
流
し
、

穴
切
田
ん
ぼ
で
二
つ
に
分
水
し
た
。
そ
の

一
つ
は
東
に
配
水
し
、
さ
ら
に
田
町

で
三
流
し
て
城
下
町
住
家
の
飲
用
水
に
用
い
た
。
他
の
一
つ
は
南
に
向
か
い
、

穴
切
神
社
の
前
か
ら
郷
分
を
経
て
二
十
人
町
に
流
下
し
て
い
る
。
こ
れ
が
芋
洗

川
で
あ
る
。

相
川
堤
東
側
か
ら
穴
切
神
社

へ
か
け
て
の
一
帯
は
、
幕
末
期
の
い
く
つ
か
の

絵
図
で
は
、
穴
切
神
社
の
森
の
南
方
に
御
小
人
屋
舗
が
あ
る
き
り
で
、
そ
の
西

方
は
ほ
と
ん
ど
が
水
田
に
な
っ
て
い
る
。
明
治
四
十
年
の
大
火
で
焼
け
出
さ
れ

た
増
山
遊
廓
が
穴
切
新
地
へ
移

っ
て
く
る
ま
で
は
、
穴
切
田
ん
ぼ
は
相
川
町
ま

で
続
い
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。



こ
の
穴
切
田
ん
ぼ
の
灌
漑
季
節
に
は
、
水
を
多
く
使
用
す
る
の
で
、
町
方
と

の
分
水
個
所
で
、
仕
分
け
方
に
し
ば
し
ば
問
題
を
起
こ
し
た
。
ま
た
西
青
沼
村

は
上
流
地
点
の
石
垣
や
杭
の
修
繕
な
ど
、
町
方
と
と
も
に
負
担
す
る
義
務
を
負
っ

て
い
た
。

渇
水
の
と
き
は
町
方
と
の
間
に
様
々
な
問
題
が
生
じ
る
が
、
こ
う
し
た
紛
議

は
、
村
方

・
町
方
そ
れ
ぞ
れ
の
名
主
が
代
表
に
な
り
、
村
方
は
支
配
の
代
官

へ
、

町
方
は
支
配
の
甲
府
勤
番
町
方
役
所

へ
訴
え
た
り
、
交
渉

・
陳
情
が
く
り
返
さ

れ
て
い
た
。
西
青
沼
村
に
は
名
主
が
あ
り
、
町
方
の
山
田
町

・
八
日
町

・
柳
町

・

片
羽
町

・
西
青
沼
町
な
ど
下
府
中
二
十
二
町
に
は
延
宝
時
代

（
一
六
七
三
―
八

一
）
に
各
町
に

「
長
人
」

（後
に

「
町
名
主
」
と
改
称
）
が
置
か
れ
る
が
、
二

十
人
町
に
は
そ
れ
ら
し
い
も
の
は
無
か
っ
た
。
武
家
の
組
屋
舗
だ
か
ら
で
あ
る
。

町
の
名
称
は
根
づ
い
て
も
、
町
と
し
て
の
自
治
組
織
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

組
屋
舗
時
代
の
飲
用
水
は
、
近
く
に
丼
戸
は
あ
っ
た
が
水
質
は
悪
か
Ｐ
た
よ

う
で
あ
る
。
享
保
九
年
以
後
、
二
十
人
町
の
町
方
同
心
は
、
直
接
に
役
目
と
し

て
水
問
題
紛
議
に
立
ち
会
う
こ
と
も
多
く
、
ま
た
そ
の
他
の
こ
と
で
も
指
導
的

立
場
に
あ
っ
た
の
で
、
周
囲
に
次
第
に
町
家
が
ふ
え
て
き
て
も
、
町
家
と
は

一

線
を
画
す
生
活
態
度
が
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
た
環
境
の
中
に

「
廿
人
町
」
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

郵
使
の
父
、
組
屋
舗
に
生
ま
れ
る

享
保
九
年
に
甲
府
城
主
の
柳
沢
吉
里
が
大
和
国
郡
山
へ
国
替
え
に
な
っ
た
あ

と
、
甲
府
城
は
徳
川
幕
府
の
直
轄
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
幕
末
ま
で
続
い
た
の
で

あ
る
が
、
幕
府
は
石
高
三
千
石
の
旗
本
の
士
二
名
を
甲
府
大
手
勤
番
支
配
、
甲

府
山
手
勤
番
支
配
と
し
て
配
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
下
に
約
百
名
の
勤
番
士
を

江
戸
か
ら
移
住
さ
せ
、
城
中
の
警
衛
、
城
下
の
治
安
を
掌
ら
せ
た
。
こ
の
う
ち

大
手
の
同
心
組
が
、
柳
沢
家
家
臣
の
城
代
足
軽
組
の
立
ち
退
い
た
家

へ
住
ん
で
、

後
の
二
十
人
町
を
構
成
し
て
い
っ
た
。

同
心
は
武
士
階
級
の
中
で
も
下
級
ク
ラ
ス
で
は
あ
る
が
、
与
力

一
騎
に
同
心

三
人
が
付
属
し
、
山
手
、
大
手
両
役
宅
内
の
町
方
役
所
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
用

人
三
人
、
給
人
二
人
が
詰
め
て
い
た
。
与
力

・
同
心
ら
は
町
を
巡
羅
し
た
り
、

聴
訴

・
断
獄

。
駅
伝
な
ど
で
一
般
住
民
と
接
触
の
濃
い
役
柄
で
あ
る
。

大
正
七
年
八
月
朝
日
館
書
店
発
行
、
原
図
所
有
者
田
村
九
万
治
、
校
閲
者
赤

岡
重
樹
の

「
甲
府
古
絵
図
」

（県
立
図
書
館
蔵
）
を
見
る
と
、
組
屋
舗
に
住
ん

だ
同
心
の
顔
ぶ
れ
が
出
て
い
る
。
東
側
の
通
り
に
向
い
合
っ
て
北
か
ら
青
木
、

秋
バ
、
前
田
、
近
藤
、
平
林
、
ヤ
タ
ベ
、
湯
浅
、
増
田
、
内
ト
ウ
。
佐
藤
、
浅

井
、
川
上
、
窪
田
、
小
幡
、
桜
井
。
西
側
の
通
り
に
は
小
坂
、
日
下
、
杉
浦
と

十
八
軒
で
あ
る
。
こ
れ
は
泉
町
の
田
村
九
万
治
が
所
持
し
て
い
た
古
絵
図
へ
故

赤
岡
重
樹
氏
が
調
査
し
、
武
家
の
名
を
書
き
入
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
絵
図
の

年
代
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
絵
図
の
長
禅
寺
前

「御
代
官
陣
屋
」
の
所
に

「嘉
永
七
寅
年
ヨ
リ
御
代
官
寺
西
直
次
郎
」
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
点
か
ら
推

定
し
て
、
嘉
永
前
後
に
就
任
し
て
い
た
同
心
の
顔
ぶ
れ
と
い
え
よ
う
。
嘉
永
の

前
、
弘
化
三
年

（
一
人
四
六
）
発
行
の

「
甲
官
便
覧
」
か
ら
該
当
同
心
の
名
を

拾
い
上
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

青
木
鉄
三
郎

・
秋
葉
十
三
郎

・
前
田
駿
之
助

。
近
藤

（不
明
）
。
平
林
平
作

・

矢
田
部
中
蔵

・
湯
浅
幸
蔵

・
増
田
勇
兵
衛

。
内
藤
嘉
十
郎

。
佐
藤

（不
明
）
。

浅
井
才
兵
衛

。
川
上
小
源
次

・
窪
田
弥
門

・
小
幡
善
蔵

・
桜
井
清
三
郎

・
小

坂
長
兵
衛

。
日
下
章
平

。
杉
浦
七
郎
右
衛
門
。

山
手

。
大
手
両
勤
番
支
配
を
は
じ
め
、
上
級
ク
ラ
ス
の
勤
番
士
は

一
年
な
い

し
二
年
の
在
任
後
、
江
戸
と
の
交
流
に
よ
っ
て
異
動
が
行
わ
れ
た
が
、
与
力

・

同
心
組
な
ど
下
級
ク
ラ
ス
は
あ
ま
り
異
動
は
行
わ
れ
ず
、
そ
の
子
息
が
ま
た
同

翼 7-



じ
役
付
き
に
な
る
傾
向
が
多
く
、
よ
ほ
ど
才
能
が
優
れ
た
者
か
抜
群
の
功
績
を

認
め
ら
れ
た
者
以
外
は
、
江
戸
の
要
職

へ
抜
櫂
さ
れ
る
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
同
心
ク
ラ
ス
の
中
か
ら
、
飛
び
抜
け
て
俊
才
を
う
た
わ
れ
た
者
が

現
れ
た
。
杉
浦
七
郎
右
衛
門
の
長
男
、
愛
蔵
で
あ
る
。

杉
浦
家
は
三
河
武
士
で
、
甲
府
城
が
幕
府
直
轄
に
な
っ
た
享
保
九
年
に
江
戸

か
ら
転
任
し
て
来
た
同
心
で
あ
っ
た
。
代
々
七
郎
右
衛
門
を
襲
名
、
弘
化
三
年

時
の
七
郎
右
衛
門
は
そ
れ
か
ら
三
代
目
、
杉
浦
家
が
甲
府
に
移
っ
て
以
来
す
で

に
百
三
十
三
年
が
た
っ
て
い
た
。
そ
の
年
愛
蔵
は
十
二
戒
で
あ
っ
た
。
七
歳
の

時
か
ら
西
青
沼
町
汎
愛
義
塾
に
通
っ
て
字
を
習
い
、
さ
ら
に
儒
者
堀
田
浩
斎
に

読
書
と
作
文
を
学
び
、
十

一
歳
か
ら
甲
府
勤
番
士
の
学
問
所
徽
典
館
に
通
っ
た
。

十
五
茂
の
時
徽
典
館
の
給
仕
に
上
げ
ら
れ
、
十
八
蔵
の
嘉
永
五
年

（
一
八
五
二
）

に
は
、
自
宅
に

「
滴
翠
山
房
学
舎
」
と
い
う
漢
学
の
私
塾
を
堂
々
と
開
く
ま
で

に
な
っ
た
。

そ
の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
た
愛
蔵
の
家
は
、
組
屋
舗
西
側
の
通
り
の
南
端
の
角
、

「
か
ど
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
た
家
で
あ
る
。

愛
蔵
が
徽
典
館
に
学
ん
だ
八
年
間
に
、
中
村
敬
輔

。
永
井
岩
之
丞

・
林
伊
太

郎

。
田
辺
新
次
郎

・
岩
瀬
修
理
な
ど
後
年
幕
末
の
動
乱
時
代
に
進
歩
的
な
活
動

を
し
た
学
者
が
徽
典
館
学
頭
に
就
任
し
、
江
戸
か
ら
入
甲
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
学
者
の
指
導
に
よ
っ
て
愛
蔵
の
才
能
は
磨
か
れ
、
微
典
館
助
教
授
に
登
用
さ

れ
る
ま
で
に
な
っ
た
が
、
二
十
七
戒
の
時
、
江
戸
に
出
て
幕
府
の
考
試
に
合
格
、

文
久
三
年

（
一
八
六
三
）
に
は
外
国
奉
行
に
随
行
し
て
欧
州

へ
派
遣
さ
れ
て
い

る
。
慶
応
三
年

（
一
八
六
七
）
に
も
パ
リ
使
節
に
随
行
し
渡
仏
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
外
国
見
聞
が
生
か
さ
れ
て
、
明
治
五
年
、
日
本
に
新
式
郵
使
制
度
が
敷

か
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
愛
蔵
は
明
治
維
新
後
、
明
治
政
府
に
徴
招
さ
れ
た
あ
と

に
譲
と
名
乗
り
、
初
代
駅
逓
正

（今
の
郵
政
大
臣
）
の
時
郵
便
を
実
施
、
さ
ら

に
内
務
省
の
新
設
と
共
に
内
務
大
丞
に
な
っ
て
地
租
や
戸
籍
制
度
を
う
ち
た
て

た
。
明
治
十
年
病
没
し
た
が
、
二
十
人
町
組
屋
舗
か
ら
生
ま
れ
た
指
折
り
の
人

物
で
あ
ろ
う
。

稲
　
荷
　
社

二
十
人
町
の
守
護
神

「稲
荷
社
」
は
、
元
は
組
屋
舗
の
堤
上
に
祀
ら
れ
て
あ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
鎮
座
地
が
東
側
の
荒
川
第
二
堤
防
か
、
南
側

の
堤
か
は
定
か
で
な
い
。
組
屋
舗
の
屋
敷
神
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
二
十
人
町
の

発
祥
の
点
か
ら
も
疑
い
は
な
い
が
、
明
治
以
前
の
古
絵
図
に
は
、
こ
れ
を
描
い

た
も
の
は
無
い
。
明
治
三
十
九
年
の

「
甲
府
市
衡
実
測
図
」

（県
立
図
書
館
蔵
）

に
初
め
て
鳥
居
の
神
社
印
が
書
か
れ
て
お
り
、
明
治
末
年

（推
定
四
十
二
、
三

年
）
の

「
実
測
甲
府
市
街
全
図
」

（県
立
図
書
館
蔵
）
に
は
、
二
十
人
本
通
線

と
そ
の
西
の
第
二
組
屋
舗
通
り
の
間
、
手
洗
川
北
通
線
に
沿
っ
て
、
は
っ
き
り

「稲
荷
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
位
置
は
戦
前
ま
で
の
鎮
座
位
置
で
あ
る
。

こ
の
図
で
は
既
に
荒
川
第
二
堤
防
も
南
の
堤
も
姿
を
消
し
て
い
る
。

昭
和
三
十
四
年
発
行
の
二
十
人
町
自
治
会
機
関
誌

『
あ
し
あ
と
』
創
刊
号
所

載
の
松
本
卯
多
吉

「
二
十
人
町
の
今
昔
」
と
同
氏
執
筆

「
甲
府
市
廿
人
町
鎮
座

正

一
位
福
徳
稲
荷
神
社
御
由
緒
記
」
を
総
合
す
る
と

「
衣
食
住
の
祖
神
稲
荷
大

神
を
中
殿
に
、
左
殿
に
水
の
神
金
比
羅
大
神
を
、
右
殿
に
火
の
神
秋
葉
大
神
を

合
祀
し
正

一
位
福
徳
稲
荷
大
明
神
と
号
し
」
た
と
あ
り
、
組
屋
舗
が
存
在
し
た

幕
末
ま
で
は
、
組
屋
舗
各
戸
が
祭
事
を
行

っ
て
き
た
の
が
、
明
治
に
な
っ
て
大

半
の
組
屋
舗
住
者
が
か
わ
っ
た
結
果
、
稲
荷
社
を
町
内
に
寄
付
、
以
来
町
内
会

で
祭
事
を
と
り
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

文
明
開
化
の
潮
風
に
乗
り
遅
れ
た
り
、
頭
の
切
り
換
え
を
頑
固
に
渋

っ
た
り
、

勤
番
士
の
そ
の
後
の
生
き
方
は
様
々
に
分
か
れ
た
が
、
組
屋
舗
の
顔
が
れ
を
明



治
五
年
の
記
録
で
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

◇

一
番
屋
敷
　
新
青
沼
町
商
業
　
寄
留
島
田
仲
太
郎
◇
二
番
屋
敷
　
県
貫
属

卒
　
秋
葉
政
吉
◇
三
番
屋
敷
　
一一一吉
町
商
業
　
寄
留
平
林
三
右
衛
門
◇
四
番

屋
敷
　
県
貫
属
卒
　
矢
田
部
敬
造
◇
五
番
屋
敷
　
緑
町
商
業
　
寄
留
湯
浅
平

蔵
◇
六
番
屋
敷
　
城
屋
町
商
業
　
寄
留
平
野
精

一
郎
◇
六
番
屋
敷
内
裏

一
番

雑
業
小
林
皆
吉
◇
七
番
屋
敷
　
鰍
沢
村
農
業
　
寄
留
増
田

一
郎
◇
八
番
屋

敷
　
県
貫
属
卒
　
内
藤
清
◇
九
番
屋
敷
　
県
貫
属
卒
　
小
幡
章
次
郎
◇
十
番

屋
敷
　
上
村
農
業
　
寄
留
久
保
田
松
兵
衛
◇
十

一
番
屋
敦
　
千
塚
村
農
業

寄
留
川
上
喜
久
平
◇
十
二
番
屋
敷
　
西
青
沼
町
商
業
　
寄
留
小
沢
常
蔵

明
治
五
年
正
月
、
初
の
戸
籍
法
が
施
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
前
に
戸
長

・
区
長

選
挙
を
行
う
た
め
、
伍
長
選
出
が
行
わ
れ
た
。
伍
長
を
選
び
、
各
組
か
ら
選
び

出
さ
れ
た
伍
長
ら
に
よ
っ
て
正
副
戸
長
を
公
選
し
、
さ
ら
に
そ
の
上
層
の
区
長

は
戸
長
ら
に
よ
っ
て
選
挙
す
る
と
い
う
、
藤
村
紫
朗
県
令
独
自
の
複
選
法
を
施

行
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
西
青
沼
村
の
旧
組
屋
舗
周
辺
の
住
家
も
伍
組
を
作

っ
て
、
伍

長
選
出
を
行
い
、
ま
た
旧
組
屋
舗
の
二
十
人
町
十
八
戸
も
伍
組
を
つ
く
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
区
長
選
出
コ
ー
ス
の
複
選
を
行

っ
た
筈
で
あ
る
が
、
そ
の
当
時
、
誰

が
伍
長
に
選
ば
れ
た
か
は
、
資
料
が
見
当
た
ら
ず
、
分
か
っ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
明
治
五
年
に

「邑
二
不
学
ノ
戸
ナ
ク
家
二
無
識
ノ
人
ナ
カ
ラ
ツ

メ
ン
ト
ス
」
と
説
く
学
制
発
布
が
あ
る
と
六
年
六
月
に
県
令
藤
村
紫
朗
は
、

「学
制
解
釈
」
を
発
刊
し
て

「
学
問
は
農
人
が
米
を
作
る
と
同
じ
で
そ
の
培
養

の
勤
惰
で
精
良
の
米
に
も
な
る
し
悪
米
に
も
な
る
」
と
先
ず
学
校
設
立
を
各
村

に
奨
励
し
た
。
ま
ず
、
今
の
大
切
小
学
校
の
前
身
、
飯
田
学
校
が
明
治
六
年
六

月
十
日
に
設
立
さ
れ
た
。
現
在
の
宝
二
丁
目
光
雲
寺
内
で
あ
っ
た
。
当
時
は
上

飯
田
村
飯
田
新
町
と
言
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
就
学
区
域
は
上
飯
田
ｏ
西

青
沼

。
上
石
田
の
三
カ
村
で
、
二
十
人
町
組
屋
舗
周
辺
の
住
家
の
子
弟
は
こ
の

学
校

へ
通
学
し
た
。
学
校
名
は
西
青
沼

。
上
飯
田
両
村
合
併
に
よ
っ
て
飯
沼
学

校
と
八
年
に
改
め
ら
れ
た
。

『
甲
府
市
史
』
（昭
和
三
十
九
年
発
行
）
に
よ
れ
ば
、
二
十
人
町
の
戸
数
は
二
十

二
年
九
六
戸
、
三
十

一
年

一
〇

一
戸
、
四
十

一
年

一
五
三
戸
で
あ
る
が
、
別
表

の
「
県
税
戸
数
割
賦
課
等
級
人
名
表
」
か
ら
数
え
て
み
る
と
納
税
者
数
（
即
ち
戸

数
）
は
、
年
々
少
し
ず
つ
ふ
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
こ
の
名
簿
か
ら
、

一
七
年
間
の
動
態
を
見
る
と
、
三
年
間
の
内
に
他
町

へ
転
居
す
る
か
、
ま
た
は

世
代
が
わ
り
が
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
、
三
年
を
境
に
消
え
た
名
前
が
多

い
。
五
年
以
上
の
居
住
者
は
家
持
ち
か
、
住
み
心
地
よ
く
ど
っ
か
り
と
腰
を
落

ち
着
か
せ
、
二
十
人
町
の
成
長
と
と
も
に
生
活
し
て
き
た
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

概
し
て
、
勤
め
人
と
そ
の
こ
ろ
呼
ば
れ
た
官
支
、
教
員
、
銀
行

。
会
社
勤
務

の
俸
給
生
活
者
と
、
大
工
、
左
官
、
水
晶
工
業
な
ど
の
職
人
た
ち
が
多
く
、
し

た
が
っ
て
家
作
り
も
玄
関
が
格
子
戸
か
、
腰
高
障
子
が
入
口
に
な
っ
て
い
る
構

え
方
で
あ
っ
た
。

芋
洗
川
以
南
は
荒
川
の
上
手
下

ま
で
農
耕
地
が
ひ
ろ
が
り
、
明
治

の
後
半
は
ま
だ
農
家
が
散
在
し
て

い
た
が
、
西
青
沼
と
寿
町
の
農
家

が
出
作
し
て
い
た
の
が
多
か
っ
た
。

西
青
沼
の
名
主
を
し
て
い
た
横
沢

一
門
の
田
地
と
若
尾
地
所
部
の
持
地
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

商
業
は
泉
町
が
街
道
筋
と
し
て
早
く
か
ら
発
展
し
て
い
た
の
で
、
二
十
人
町

の
需
要
は
泉
町
で
賄
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
商
業
の
芽
生
え
は
お
そ
く
、
後

半
期
に
な
っ
て
、
身
延
路
の
両
側

へ
子
供
相
手
の
駄
菓
子
屋
が
現
れ
た
程
度
で

あ
っ
た
。

（市
史
編
さ
ん
専
門
委
員
）

県税戸数割納税者数

明治29年 51(人 )

″  36″

″  40″ 125

〃  41″
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